
見つけて学んで
  夢中になろう!!

各詳細･最新情報等は

大学ホームページにて

お知らせ致します｡

室蘭工業大学の令和5(2023)年度入学者
選抜のポイントについて説明します！

Open Laboratory オープンラボラトリ 学科・コースでの学びを体験しよう！

高校生・受験生向け 入試説明会

〒050ｰ8585 北海道室蘭市水元町27ｰ1
TEL.0143ｰ46ｰ5163(入試戦略課入試企画係)
FAX.0143ｰ45ｰ1381　E-mail nyushi@mmm.muroran-it.ac.jp確かな研究力をベースとした教育力

公
共交

通機
関をご利用ください。東室蘭駅から

無料送迎バス
運行予定！
JR東室蘭駅西口～
室蘭工業大学

高校生･受験生の保護者の方
は参加できません

【HPアドレス】 https://muroran-it.ac.jp/entrance/admission/event/opc/
事前予約 7月1日㈮ から受付開始！完全事前申込制 ※定員を超えた場合は先着順となります｡

参加対象者
高校生・受験生

!
駐車場および保護者控室は用意しておりますが、
数に限りがあり、予定者数を超えた場合には来
場をお断りする場合があります。
保護者の方については可能な限り来場をお控え
いただきますようお願いします。

お願い

・新型コロナウイルス感染症予防対策として，完全事前予約制としているため、当日の申込や、申込なしでの参
加はできませんのであらかじめご承知おきください。
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスク着用の上ご来場ください。37.5度以上の発熱及び咳などの症
状がある場合は入場をご遠慮いただく場合があります。
・今後の新型コロナウイルスの感染状況により、開催中止や開催内容が変更になる場合があります。その場合は
ホームページ上にてお知らせいたします。

室蘭工業大学キャラクター／ムロぴょん

室蘭工業大学オープンキャンパス
午前   9：45

▲

12：30
午後 13：45

▲

16：308.6sat
※午前･午後の2部開催予定。詳細は大学HPにてお知らせいたします｡
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室蘭工業大学
OPEN CAMPUS へようこそ

学 長　空閑  良壽

　室蘭工業大学では今年、全国37の都道府県と外国から623名の1年次入学者を新たに迎えまし
た。そのうち、女子学生は70名となっています。本学はコロナ禍の厳しい環境の中、近隣地域の感
染状況に合わせて、万全の感染症対策をとりながら、対面授業を主体にリモート授業も取り込んだ
ハイブリッド型やハイフレックス型の授業を進めています。

　さて、今年は昨年と同様に少し規模を縮小いたしますが、本学を志望校の一つと考えている高
校生の皆さんに限定して、本学キャンパスにお越しいただき、本学の教育と研究の一端に触れて
いただきたいと願っております。オープンラボラトリでは本学が力を入れているアクティブ・ラーニ
ングに通じる体験学習も用意しています。
　いよいよ来年３月には、ものごとの本質をつかむ探究心を持ち、ICTやAIの本質を理解して使い
こなし、もの・価値づくりに貢献できる工業大学ならではの情報技術を身につけた理工学部の学生
諸君が初めて卒業します。さらに大学院での教育や研究の充実にも力を入れていきます。

　本学の強みは教育力の裏付けとなる確かな研究力です。本年4月に発行された朝日新聞
出版の「大学ランキング2023」によると、コンピュータ科学分野における「分野別論文引用度指数
（2016～2020）」で、本学は日本第２位となり、5年連続で大変高い評価を得ています！！このことは
本学の論文が他の研究者へのインパクトが高いことを示しており、論文の質が高いと捉えていま
す。さらには、コンピュータ科学分野の論文総数も増加傾向にあり、質と量ともに充実しています。
また、主に研究力の観点から評価したTHEの世界大学ランキングでは、2021年9月の発表で4年
連続のランクイン(1201＋位)、Engineering部門では801～1000位となり、国立工業系大学のな
かでは、九州工大、電気通信大、豊橋技科大と名古屋工大と並んでおり、国内大学では16～32位
グループとなりました。またもう一つの世界の代表的なランキングであるQSアジア大学ランキン
グ2022においても、本学は初めて401～450位にランクインしています。

　また、皆さんの先輩となる学生諸君の頑張りも素晴らしく、例えば子供を入れたい大学ランキン
グ（朝日新聞出版）においては、北海道・東北地域の大学で、本学は第５位にランクインしており、保
護者の皆様からも高い信頼を得ています。さらに、企業の人事担当者から見た大学イメージ調査
2022年度版では (日経キャリアマガジン)、就職力ランキングが道内3位にランクインし、本学の卒
業生諸君は企業から高い評価を得ています。
　さらには本学の学生諸君が大いに活躍・貢献した超小型人工衛星「ひろがり」は今年の５月に無
事そのミッションを終えました。今後もさらなる人工衛星の打ち上げも企画・計画中です。

　本学教授陣のエビデンスに基づいた確かな研究力をベースとした教育力と延べ４万人に達する
同窓生の社会での活躍や、学生諸君が入学後に身につけたoutcomeこそが本学の実績であり強
みです。

　広く理工学に興味や関心をお持ちのみなさん、将来の進路の一つとして室蘭工業大学をその選
択肢に考えてくださる皆さん、このような本学の紹介はほんの一例でありますので、ぜひ本学まで
お越しいただき「確かな研究力をベースとした教育力」に触れてみてください。オープンキャンパ
スが有意義な一日となることを心から願っております。
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オープンキャンパススケジュール・集合場所
午前の部 午後の部

集合場所（午前の部、午後の部共通）
　◆創造工学科（講義棟（Ｎ棟）3階講義室）

　◆システム理化学科（講義棟（Ｎ棟）2階講義室）

項　目 時　刻 項　目 時　刻

　　受　付（講義棟(Ｎ棟)）
8：45～

9：40までに入場
してください。

　　受　付（講義棟(Ｎ棟)）
12：45～

13：40までに入場
してください。

　オープンラボラトリ

　■創造工学科
　・建築土木工学コース
　・機械ロボット工学コース
　・航空宇宙工学コース
　・電気電子工学コース

　■システム理化学科
　・物理物質システムコース
　・化学生物システムコース
　・数理情報システムコース

　10：45
　　　　～12：30

　オープンラボラトリ

　■創造工学科
　・建築土木工学コース
　・機械ロボット工学コース
　・航空宇宙工学コース
　・電気電子工学コース

　■システム理化学科
　・物理物質システムコース
　・化学生物システムコース
　・数理情報システムコース

　　14：45
　　　　　～16：30

　　　無料送迎バス発車 12：45 　　無料送迎バス発車 16：45

　　　オリエンテーション
　　　　・入試説明会 9：45～10：25 オリエンテーション

・入試説明会 13：45～14：25

N302講義室

N305講義室

N303講義室

N306講義室

　機械ロボット工学コース
　　・サスティナブルエンジン
　　・ロボットの技術の体験　～ 最新研究紹介＆実習授業のデモ ～

　航空宇宙工学コース
　　・飛行機の操縦メカニズムをペーパークラフト飛行機、フライトシミュレータ、風洞実験
　　　で体験しよう
　　・次世代航空機に絶対に必要なものはなんだ！？　～全自動？軽さが命？流れが目に見
　　　える？音で燃やす？～

　建築土木工学コース
　　コース紹介・模擬講義・ラボツアー
      建築物の構造　～鉄筋コンクリート建築物の歴史・地震被害～
　　地震に耐える地盤造り　～地盤防災を支える地盤工学技術～
　　建築図面・模型に触れる
　　河川の流れと侵食・液状化・コンクリート破壊の再現実験

　電気電子工学コース
　　電気電子工学コースの紹介
　　電気電子工学展示コーナー
　　電気電子工学コース ラボツアー

N209講義室

N208講義室

N210講義室

　化学生物システムコース
　　・化学ラボツアー
　　　「分子」、「粉体」、「水素エネルギー」にふれて一緒に未来を創造しよう！！！
　　・生物ラボツアー
　　　未来を見たい！　＋　未来を見せたい！――＞＞＞「未来見えたぁぁぁ！！！」

　数理情報システムコース
　　ＡＩｘ被災地支援，ＩoＴｘ社会
　　体験せよ！情報学ｘ未来，自立飛行ｘロボット

　物理物質システムコース
　　・-196℃の世界と超伝導（a）、(b)
　　・体感！鋼(はがね)がバネになる瞬間
　　・物理物質ラボツアー　～研究施設を覗いてみましょう～
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駐車場
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地方創生研究開発センター

（X棟）

バス停（道南バス）

正門

明凜館

バス停（道南バス）

（J棟）
ロボットアリーナ

セブン
イレブン

本部棟

（B棟）
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（講義棟 N棟）

（D棟）

（E棟）

（F棟）

（K棟） （Y棟）

（V棟）（R棟）

（X棟）

総合研究棟

（
Ａ
棟
）

（S棟）

入口 （
Ｑ
棟
）

受付会場（講義棟（N棟））
こちらに

お集まりください！
　　　○受付
　　　○オリエンテーション
　　　○入試説明会
創造工学科は3階の指定講義室、
システム理化学科は2階の指定講義室
が集合場所となります。

仲通・中島入口・
東町ターミナル経由
中央庁行き

鷲別駅
国道36

号線

登別室
蘭Ｉ.Ｃ.

東室蘭駅国道37号線室蘭Ｉ.Ｃ.

鷲別・東室蘭駅東口・東町ターミナル経由中央町行き
東室蘭駅西口経由東町ターミナル行き

室蘭工業大学 キャンパスマップ
オープンキャンパス 受付会場
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　室蘭工業大学は創立１３０年の歴史と伝統を誇る大学です。本学の教育は、この歴史
と伝統が培ってきた「確かな研究力」をベースにして行われています。その教育の成
果は、４万余名の卒業生の活躍というかたちで現れており、企業の人事担当者からも
高く評価されています。本学の１番の特長となっている「抜群の就職実績」もこの卒業
生達の活躍があるからこそです。
　このように本学の教育力は高く評価されてきたところですが、さらに教育力を高め
て新しい力を養成するため、2019年の春に工学部から理工学部に生まれ変わりました。
新しい教育が目指すのは、情報、データサイエンスの知識と技術を持ち、ICTやAIに
よる技術革命に対応しうる２０３０年を創造する人材の養成です。具体的には、高い「専
門性」を持つとともに、理工学と情報の基礎の徹底により、自分の専門の隣接領域ま
で見渡すことのできる「俯瞰力」を身に付け、さらに、分野・領域の異なる研究者と
「コミュニケーション」を取って「協働」して課題に当たることができる、より強大な
「課題解決能力」を身に付けた人材の育成を目指します。
　このため、理工学部では「科学技術と人間・社会・自然に興味・関心があり、新しい
課題に積極的に取り組もうとする人」、「豊かな教養と幅広い専門知識を身につけ活用
するための基礎的能力をもつ人」、「多様な人と協働し、地域社会と国際社会の発展に
主体的に貢献しようとする人」を求めています。
　本学の入学者選抜では、このような学生を選抜するために、理工学の専門分野を学
ぶ上で必要な「関心・意欲」「知識・技能」「思考力・判断力」「表現力」「主体性・多様
性・協働性」を多面的・総合的に評価します。本日は、一般選抜及び総合型選抜と学校
推薦型選抜について、それぞれの評価方法の特徴や対策法など、「令和５（2023）年度
入学者選抜」のポイントについてご説明させていただきます。

※画像は，現在公開中のWEBオープンキャンパス内の画面です。

■会場　教育・研究　3号館（Ｎ棟）各講義室
室蘭工業大学入試説明会

室蘭工業大学入試説明会　時間 9：45～、13：45～（予定）
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■模模擬講義（建築学トラック） 髙瀬研究室 会場N302
建築物の構造～鉄筋コンクリート建築物の歴史・地震被害～

■建築土木工学コースオープンラボ 【A1】
コース紹介・模擬講義・ラボツアー

（定員：午前40人、午後40人） 

建築学トラック

■コース紹介
建築土木工学コースについて

会場　N302 時間　10:45～12:30、14:45～16:30

オープンラボラトリ
創造工学科　建築土木工学コース 集合場所　N302 講義室

各トラックに分かれて専門科目を修得

土木工学トラック

専門科目の修得（2年後期から）

基礎共通科目の修得（2年前期まで）

トラック制の設定

建築土木工学コースは「建築学」と「土木
工学」の専門分野（トラック）を持つコースで
す。２つのトラックの違いは？ 共通して学ぶ
ことは？ 卒業後の進路や就職先は？ などに
ついて、わかりやすく説明いたします。
また、この「コース紹介（ 分）」のあと、
両トラックの「模擬講義（各 分）」と「ラ
ボツアー（各 分）」を皆様に参加いただき
ます。大学でどのような講義や研究をしてい
るのか体験、見学し、本コースのオープンラ
ボを楽しんでいってください。

建築物の構造種別の つに鉄筋コンクリート（ ）造があります。しかし、その歴史は
わずか 年少々に過ぎません。また、周知のように、日本は世界有数の地震大国であり、
我国の建築物は、これまでに何度も地震被害を経験してきました。このような厳しい地理的
条件の中、人々が安全・安心に暮らせるよう、日本の耐震設計は今もなお発展しています。
そこでこの模擬講義では、 建築物の歴史、建築物の地震被害、さらに耐震設計の変遷に
ついて、図や写真を使用しながら、高校生向けにやさしく解説します。

上： 年に竣工した日本最初の オフィス
ビル（横浜市）であり、現在も使用されている 

上：現在、世界で一番高い建築物（ドバイ）
も，途中の階までは で造られている 

左：日本最初の 高層住宅が建設された
長崎市の端島（通称、軍艦島） 
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オープンラボラトリ
創造工学科　建築土木工学コース

■模擬講義（土木工学トラック） 木幡研究室　会場 N302
地震に耐える地盤造り ～地盤防災を支える地盤工学技術～
皆さんは，地盤の上で生活している，ということを意識したことはありますか？
地盤は，私たちの生活になくてはならないものですね。なぜなら，地球には重力があるの
で，物体は上から下へ落ちていきます。したがって，支えるものがないと，地球上では生き
ていけません。その支えるものが地盤なのです。この地盤ですが，どのようなもので構成さ
れているのでしょう？みなさんがよく知っている砂や粘土，あるいはレキといったものは，
すべて岩石が細かく削られて出来た土の粒子で構成されているのです。この地盤のことを
研究する学問が，地盤工学です。
最近，気候変動の影響で，これまで経験したことがないような豪雨や台風が襲ってきて，
土砂災害がいろいろな場所で起きています。また，地震によって，斜面崩壊（土砂崩れ）や
地盤が液体状になる液状化現象により，地盤内から土砂が噴水のように吹き出したりしま
す。これは，いったいどういうメカニズムで起きるのでしょうか？
地盤工学では，このような地盤に関する不思議な現象や地盤の崩壊メカニズム，また，道

路や鉄道，橋梁等の基礎設計に用いる設計パラメータなど，地盤に関する様々な問題を，日
夜，研究しています。
この模擬講義では，地盤工学という学問の紹介と地盤の液状化や斜面崩壊のメカニズム，

地震に耐え得る粘り強い地盤造りの最新技術，さらには，宇宙開発にも役立つ地盤技術など
について紹介します。
地盤工学に関する研究は，地味だけど，直接的に人の役に立つ研究で，夢がある！
ぜひご参加ください。

北海道胆振東部地震による斜面崩壊（厚真町吉野地区） 北海道胆振東部地震による液状化現象（札幌市里塚）

線路に敷設しているバラストの沈下メカニズム 地震に耐える粘り強い地盤－流動化処理土の強度試験－
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オープンラボラトリ
創造工学科　建築土木工学コース

■ラボツアー（建築製図室）山田研究室　会場 D101
建築図面・模型に触れる
建築の図面や模型をみなさんは見たことがありますか？
建築設計・デザインにとって、図面や模型は重要なコミュニケーションツール（道具）で
あり、いわば建築にとってそれらは“ことば”のようなものです。つまり図面や模型によっ
て我々は建築を考えるとともに、「どのような建築・空間をつくろうとしているのか？」を
相手に伝え、また理解しているのです。室蘭工大建築学トラックの学生も、まずは建築図面
の描き方を十分に学び、その上で様々な設計課題に取り組み、自分のイメージした建築を図
面や模型を通して考え、そして伝えようとしているといえます。
このオープンラボラトリでは、次のような様々な建築図面や模型を展示説明します。
① 建築設計の授業での課題作品（学生作品）
② 年生の卒業設計作品（建築学トラックでは、卒業論文ではなく、卒業研究として設計
を選択することができます）

③ 大学院生の様々な設計作品
④ 建築学トラックの研究室のプロジェクト作品
これらによって建築設計・デザインの一端に触れるとともに、建築に興味のある人は眺め
るだけでも楽しめる内容となっています。また建築学トラックの学生たちや大学院生から
も、直接話を聞くことができますので、図面や模型を眺めるのみならず、「建築学生の大学
生活はどうか？」「室蘭はどのようなところか？」など、いろいろと質問してみてください。
※コロナ感染対策の状況により、内容を変更する場合があります。
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オープンラボラトリ
創造工学科　建築土木工学コース

■ラボツアー（土木実験室） 中津川研究室・川村研究室・菅田研究室　会場A010&A011
河川の流れと侵食・液状化・コンクリート破壊の再現実験
河川実験コーナー（中津川研究室）
全国で大規模な水害が頻発しています。北海道でも 年 月の連続台風は甚大な被

害をもたらし、今後気候変動による河川の氾濫や侵食による被害の増大が懸念されていま
す。このような災害を予見し、被害を軽減することは土木工学における大きな課題の一つで
す。このデモ実験では、写真１に示す模型水路を用いて実際の河川と同様の流れや侵食を再
現し、どのように災害が起きるか？どのような対策を考えるか？を学んでもらいます。 
液状化実験コーナー（川村研究室） 

年東日本大震災の他、北海道でも 年 月に巨大地震が発生しました（
年北海道胆振東部地震）。この地震では、札幌市を中心に液状化による甚大な被害が発生し
ました。本コーナーでは、液状化現象と液状化と類似の力学現象である砂のパイピング・ボ
イリング現象について、液状化シミュレーション装置「エッキー」とボイリング試験装置（写
真 ）を用いた実験を見学していただきます。液状化現象を解説し、そのメカニズムを学ん
でもらいます。
コンクリート実験コーナー（菅田研究室）
東日本大震災では多くの橋が被害を受けました。３年生の授業では写真３のような鉄筋

コンクリートのはり（ はり）を製作、破壊実験を実施することによって、地震に負けな
い橋を建設するための基礎知識を学んでいます。本コーナーでは、皆さんに製作過程の写真
や実験動画、実験後の はりなどを見てもらいます。また、従来型コンクリートの約３倍
の強度を持つ高性能コンクリートの強度実験を体験してもらいます。

※コロナ感染対策の状況により、内容を変更する場合があります。
 

   
写真 模型による河川の流れと侵食の実験 写真 ボイリング試験装置と「エッキー」

 
写真 コンクリート強度実験 
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■体験学習【A2】
サスティナブルエンジン

（定員：午前40名、午後40名） 

■会場　 B117 時間 10:45～12:30、14:45～16:00

オープンラボラトリ
創造工学科　機械ロボット工学コース 集合場所　N305 講義室

流体工学研究室（大石教員）
後援：(一社)日本機械学会北海道支部

流体工学研究室 

今回皆さんに紹介する内容はサスティナブルエンジンです。 
自動車やトラック、貨物列車、船舶などの輸送に使われるエンジンは
化石燃料を中心に動いています。化石燃料の利用は環境に悪影響を及
ぼすだけでなく、世界経済に対して力のバランスを変えてしまうほど
技術革新が必要です。つまり、持続可能な社会システムを実現するため
のエンジンを開発しています。 
 
機械やロボットを作るには「力学」が大切です。エンジニアを目指す皆さんをサポートす
るのが機械ロボット工学コースです。重要科目として、いわゆる４力学と制御工学を学びま
す。４力学とは「材料力学」「熱力学」「流体力学」「機械力学」ですが、サスティナブルエ
ンジンを知るため（研究するため）には力学は「熱力学」と「流体力学」です。 
 
さて、この体験学習では、次の基本的な事象を、いくつかの実験を通して体験してもらい

たいと思っています。そして、大学で勉強する内容をちょっと紹介したいと思います。 
 
熱力学については、カーボンニュートラル燃料を紹介します。 
〇バイオディーゼル燃料の燃焼、排ガス実験 
〇バイオガスの混合燃料の燃焼、排ガス実験 
 
流体力学については、低炭素燃料を紹介します。 
〇エマルジョン燃料の混合実験 
 
 
ここまでお読みいただきありがとうございました。さて、SDGs という言葉は聞いたこ
とはありますか？ 室蘭工業大学の機械ロボット工学コースは、真剣にSDGsに向き合って
います。今回紹介するサスティナブルエンジンは北海道における高炭素社会からの脱却で
す。皆さんの生活を豊かにするだけでなく、平和で安定的な技術を世界中に広げることがで
きる近い将来活躍する技術です。 
本気で活躍するエンジニアになりたい、SDGs に貢献したいと真剣に思っているあな

た！ぜひ参加してください。 
 

 

 

 
■デュアルフューエルモードエンジンモデル 

 
■低炭素化エマルジョン燃料 

油

水

撹拌すると
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■体験学習【A3】
ロボットの技術の体験 ～最新研究紹介＆実習授業のデモ～

(定員：午前20名、午後20名) 

オープンラボラトリ
創造工学科　機械ロボット工学コース 集合場所　N305講義室

精密メカトロシステム 研究室(水上教員)／システム制御工学研究室(花島教員)
システム制御工学研究室(藤平教員)
後援：(一社)日本機械学会北海道支部

■会場　A303 時間 10:45～12:30、14:45～16:30

精密メカトロシステム研究室では、ロボット技術と通信ネットワーク技術を統合化した
システムインテグレーションの研究を進めています。小型化を指向したマイクロロボット
の移動機構設計などのハードウエアから知能化制御やこれらロボットの自律制御に必要と
なる自分の位置を知るための推定技術などのソフトウエアまで幅広い研究テーマで活動し
ています。今後ますます IoT 技術が浸透していく中で、身近に活躍が期待されるロボット
技術について、肌で触れて、体験して下さい。 
 

   
 
Industory4.0 をスローガンに世界のものづくり現場では、ロボットの活用が進んでいま
す。今や多くのロボットアームが工場の生産ラインで稼働してものづくりを支えています
が、未だ人のように柔軟に働けるロボットはありません。システム制御工学研究室では、人
のように柔軟に働ける次世代のロボットの実現に向けた研究を行っています。 
そこで、本ラボでは、工場の生産ラ
インを再現したロボットアームやロ
ボットハンドによるデモを行います。
ロボットのプチプログラミング体験
や操作体験を通して、現在のロボット
の課題やロボットが動いたときのワ
クワクを感じてほしいです。 
 
また、４年次に開講しているロボッ
トシステムを設計・製作する授業で学
生が製作したシステムのデモも行い
ます。この見学を通して、本コースで
身につくスキルについて具体的にイ
メージしてもらえたらと思います。  

■ロボットアームの実演と操作体験 
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■体験学習【A4】
航空宇宙工学コース・航空宇宙総合工学コース・航空宇宙機システム研究センター
飛行機の操縦メカニズムをペーパークラフト飛行機、
フライトシミュレータ、風洞実験で体験しよう

(定員：午前12名、午後12名) 

オープンラボラトリ
創造工学科　航空宇宙工学コース 集合場所　N303講義室

■会場　S301､S208、S棟 3Fコンコース､S101(105分) 時間 10:45～12:30、14:45～16:30

　20世紀初頭に発明された飛行機は，人および物資の長距離高速輸送手段として21世紀においてもま
すます重要となっており，世界諸国で次々と新型のジェット輸送機（旅客機・貨物機）が開発されてい
ます。さらに，地上と宇宙の間を安全に行き来する飛行機型の宇宙機「スペースプレーン」の出現が期
待されており，その先駆けとしてSpaceShipTwoが開発されつつあります。室蘭工大でも小型超音速
飛行実験機「オオワシ」の研究開発を進めています。
　これら飛行機やスペースプレーンは，その翼にはたらく揚力を活用して飛ぶと同時に，左右主翼，水
平尾翼，垂直尾翼などに局所的にはたらく揚力を調節することによって機体の姿勢を変えます。そして，
機体の姿勢を変えることによってはじめて飛行方向を変えることができるのが，飛行機の運動の特徴で
す。このように揚力によって機体の姿勢と飛行方向を同時にあやつることが飛行機の操縦です。
　この体験学習では，ペーパークラフト飛行機の主翼・尾翼を調節して上手く飛ばすことや，フライト
シミュレータで操縦桿や操縦ペダルを操作しながら飛行を模擬（simulate）することや，低速風洞実
験で飛行機周りの流れを観察したり揚力を体感することを通して，飛行機の操縦メカニズムを体験しま
しょう。（ペーパークラフト飛行機はお持ち帰りいただけます。）

   
SpaceShipTwo 第一世代オオワシのプロトタ

イプ機の飛行 
第二世代オオワシの 1/3サブ
スケール機 

  
ペーパークラフト飛行機 ペーパークラフト飛行機の滑空飛行 

   
汎用フライトシミュレータ 研究用フライトシミュレータ 低速風洞実験 

航空宇宙工学コース http://www.muroran-it.ac.jp/aero/ 
航空宇宙機システム研究センター http://www.muroran-it.ac.jp/aprec/ 
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■オープンラボ【A5】

次世代航空機に絶対に必要なものはなんだ！？
～全自動？軽さが命？流れが目に見える？音で燃やす？～

(定員：午前30人、午後30人)

オープンラボラトリ
創造工学科　航空宇宙工学コース 集合場所　N303講義室

■会場　A棟（105分）＝A112（35分）A007+A008（35分）A102（35分）

次世代航空機の開発に必要な様々な最先端技術。では、実際にどんな技術が必要なのでしょうか？本学
では、国の研究機関や民間企業と共同で、その最先端技術の提案と実証を行っています。航空コースのオ
ープンラボでは、その一部分を見学できます。

１．全自動？―超音速無人航空機の実現に向け
て―
現在ドローンに代表される無人航空機が、空の
産業革命として注目されています。本無人航空
機の頭脳の役割を果たすのが誘導制御系です。
本オープンラボにおいては、超音速無人航空機
の実現に向けて、ラジコン模型飛行機をベース
に構築している無人航空機を見学いただき、そ
の動作原理ならびに実際に飛行させた映像をご
紹介します。

２．軽さが命？―飛行機の構造・材料をさわってみよう―
みなさんは飛行機の胴体の厚さがどのくらいかご存じでしょうか。また飛行機の
材料は何で出来ているか知っていますか。このコーナーでは実際に飛んでいた飛
行機の窓や胴体構造の一部を触ってみることが出来ます。また，飛行機に使われ
ている材料を実際に手に取ってその強さを感じてみることができます。お土産も
あるかも

３．流れが目に見える？―超音速の流れを作
る！見る！―
大気中を高速度で移動する技術を開発するため
には、高速な空気流の性質を詳しく知る必要が
あります。本オープンラボでは、地上で超音速
の流れ場を再現する「衝撃波管」や「小型超音
速風洞」などの実験装置を見学します。また、シ
ュリーレン法に代表される流れ場の光学的可視化
手法などを紹介します。

４．音で燃やす？―超音波（音）でエンジンの能力を極限ま
で引き出す―
飛行機のエンジンは、途中で止まってはいけない、パワーも
必要、でも燃料は少なめで動かさないといけない、など究極
的に厳しい条件を要求されています。これまでどおりのエン
ジンではだめ。人間の耳には聞こえない超音波がエンジン能
力を極限まで引き出しました！

これらは、まだ多くの部分は内緒の技術。。。
ちょっとだけお見せします。

 

これは何だと思いますか？

離陸から着陸まで飛行中は全自動です！

速い流れは実は目で見えます！

音の力で浮いたままの火炎です！

浮いている

火炎

超音波
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■会場　A333 時間　10:45～10:55、14:45～14:55

■コース紹介・展示コーナー・ラボツアー【A6】
電気電子工学コースの紹介
　　　　　　　　　／電気電子工学コース（昼間）と電気系コース（夜間主）

（定員:午前40名、午後40名）

オープンラボラトリ
創造工学科　電気電子工学コース 集合場所　N306講義室

■会場　A333 時間　11:00～12:30、15:00～16:30

■体験学習
電気電子工学コースでの日常の教育・研究にふれていただけます
電気電子工学展示コーナー／電気電子工学コース

 

創造工学科電気電子工学コース（昼間コース）ならびに電気系コース（夜間主コース）の
オープンラボラトリでは，まず初めに，電気電子工学コースの概要を説明させて頂きます。
とりわけ，
１．電気電子工学とはどのような分野なのか
２．本学の電気電子工学コースで行われている教育・研究
３．本学の電気電子工学コースの特長（取得できる資格，活躍している卒業生）
４．卒業後の進路・就職状況

について説明させて頂きます。また，質問時間も設けますので，遠慮なくお尋ねください。

また，つぎの２つ企画を用意しておりますので，この後，ご希望の企画にご参加ください。

本学の電気電子工学コースの学生さんが，普段，受けておられる教育内容や，電気電子工
学コースの特長を，スライドプロジェクター，大型パネル，実演デモなどの展示にて紹介い
たします。
・電気電子工学コースの４年間のカリキュラム
・最新の就職状況と卒業後の進路実績
・電気電子工学コース卒業後に取得可能な資格
・講義で使用している教科書
・授業で使っている講義ノートのスライド
・マイコン電子工作の実演

などをご紹介いたします。また，会場には，教員や学生が待機しておりますので，お気軽に
疑問点等をご質問ください。

 

お絵描きロボットの実演 赤外線通信ボイスチェンジャーの実演 

マイク

赤外線ＬＥＤ

フォトトランジスタ

スピーカー

無線通信

送信回路

受信回路アンプ

アンプ
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■会場　電気電子工学コースの研究室 時間　11:00～12:30、15:00～16:30

 

オープンラボラトリ
創造工学科　電気電子工学コース

■体験学習
電気電子工学コース ラボツアー／電気電子工学コース
先端的な電気・電子・コンピュータ・通信・制御技術を直に体験

電気電子工学コースでは，各教員が個人個人のアイデアと自由な着想に基づき，さまざま
な独創的な研究を行っております。
また，大学院生は，研究室の教員の指導のもと，研究の成果を学会，研究会で発表してお
り，場合によっては，国際会議にも出席し，英語での発表を行い，海外の研究者と研究討論
することもあり，学生さんは，研究室配属後のわずか２年間で驚くほど成長していきます。
下記は研究室の一部抜粋です。

超音波システム研究室

音響駆動力における基礎研究とその応用。
例えば，次世代超音波液中ロボット。

波動エレクトロニクス研究室

次世代通信用高性能光デバイスの開発

温度差で発電できる材料など
超高圧下で新物質を開発

走査型トンネル顕微鏡 原子を観察

強相関電子物性研究室

電磁エネルギーシステム研究室

進化型アルゴリズムを使って電磁機器を最適化

初期個体（ランダム配置） 進化計算過程 最適形状with磁束線
磁気記憶装置用の磁気ヘッドの形状最適化の例 ３Dモデル
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本研究室ツアーでは，これらの研究が行われているいくつかの研究室の現場を直接ご覧い
ただきます．見学中は，教員や大学院生がご案内しますので，気になったことがあれば，お
気軽にご質問ください。また，一部の見学コースでは，少し離れた建物に移動しますので，

光計測研究室

単体ウィルスも検出可能な表面プラズモン技術

気体エレクトロニクス研究室

放電プラズマでモノをこわす／つくる

放電プラズマの解明 放電プラズマの応用

電子システム制御工学研究室

足歩行ロボットの制御

多数のモータを同期させる
巧みな制御を目指す

モータをたくさん使った
4足歩行ロボット

すたすた
歩きます

ピョンピョン
飛び跳ねます

とことこ
歩きます

分子エレクトロニクス研究室

ダイヤモンドで
大気圧の 万倍の実験環境を実現

オプトロニクス研究室

低コストの光ファイバセンサの開発

電波応用工学研究室

シミュレーション技術
電磁波圧電デバイス

高圧電子物性研究室

知的材料を作って、測る

大学キャンパス全体の様子もご見学頂けます。
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■体験学習【B1】
-196℃の世界と超伝導(a)、(b)／物理物質システムコース

（定員：午前20人×2組、午後20人×2組） 

■会場　(a組) K104、(b組) N408 時間　10:45～12:30、14:45～16:30

オープンラボラトリ
システム理化学科　物理物質システムコース 集合場所　N209 講義室

(a組)極低温物性研究室（戎教員，宮崎教員）
(b組)強相関物性研究室（雨海教員)・量子物性研究室（黒澤教員)

システム理化学科・物理物質システムコースでは、人と地球環境の役に立つ物質の研究を
しています。そのひとつに、日常世界よりずっと低温まで冷やしていくと、突然電気抵抗が
零で電流を流すようになる「超伝導体」があります。

電気抵抗が零になるとどんなメリットがあるでしょうか？もし、我々の生活に欠かせな
い電気を供給する送電線を超伝導体で作れば、損失なしに電力を送ることができ、省エネル
ギー、地球環境の保全に大いに役立ちます。現在、超伝導送電は日本を含めた世界各地で運
用に向けての実証試験が始まっています。例えば砂漠のような場所で大規模な太陽光発電
をし、超伝導送電ができたら、なんとエコロジーなことでしょう。

また、電気抵抗が零と
いうことは熱の発生を
伴わないので、非常に強
力な電磁石を作ること
ができます。これを利用
しているものに、地上か
ら浮上して超高速で走
行するリニアモーター
カー（図 ； 年リ
ニア新幹線開業目標）
や、人体の断面を映像化
する 診断装置など
があります。さらに、超伝導現象を巧みに利用した という素子を用いると、人間の
脳が発する極めて微弱な磁気的信号も検出することができます。

良いことずくめの超伝導ですが、残念なことに超伝導現象が起こる温度は現在のところ、
通常の圧力下においては室温よりもずっと低いという難点があります。そのために世界中
で、室温超伝導の実現を目指した研究が進められています。今から３ 年余り前には、液体
窒素の沸点（－ ℃）で超伝導を示す酸化物が発見され
ました。この温度でも革新的な飛躍でしたので『高温』超
伝導体と呼ばれ、発見した研究者たちはノーベル賞を受賞
しました。

本実験では、まず－ ℃という低温の世界を身近な物
理現象を通して実感していただきます。草花や風船などを
－ ℃の液体窒素に浸して、どうなるか見てみましょう。
膨らんだ風船が液体窒素によって冷やされるとどうなるか
想像してみてください。次に、『高温』超伝導体を同じく液
体窒素で冷やして、上空に磁石が浮上する様子を観察して
みましょう（図２）。リニアモーターカーとよく似た現象で
すが、原理は異なっていて、超伝導の本質的特性によるも
のです。さらに、磁石から出ている目に見えない透明な磁
力線を釣り糸にして、液体窒素の中から超伝導体を釣り上げてみましょう。トリックでも何
でもなく、現実に起こるこの不思議な現象は魚釣り効果と呼ばれます。

図 高温超伝導体の上に
磁石が浮いている様子

図 地上から約
浮上して走行する
磁気浮上式リニア
モーターカー
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■体験学習・実験【B2】 （定員：午前16人、午後16人） 

体感！鋼がバネになる瞬間
物理物質システムコース／澤口教員

■会場　K101教室 時間　10:45～12:30、14:45～16:30

オープンラボラトリ
システム理化学科　物理物質システムコース 集合場所　N209講義室

はがね

物理物質システムコースでは様々な物質の性質を明らかにし、新しい性質、あるいは優れ
た性能をもつ物質を創造することを目的とした研究を進めています。
皆さんは化学反応ではしばしば加熱が必要なことはお気づきでしょう。つまり物質合成
には加熱が必要なことが多いのですが、なぜでしょうか？それは熱エネルギーを与えると
物質中の原子が移動可能になり、そのため新しい結合ができたり、新
たな原子配列が可能になったりする、それを利用しているのです。と
はいえ、原子は小さくて肉眼では見えないため、高温下で原子が“本
当に”移動（専門用語では拡散）する様を、私たちは直接確かめられ
ません。…ところが！間接的に体感することはできるのです。→面白
そう、と思われたら、この体験実験に参加しませんか。
種明かしは本番にとっておきますが、皆さんには鋼（ピアノ線）でバネを造ってもらいま
す。その作製工程中で、鋼がバネになる瞬間を体感できるはずです。その瞬間、どのような
物理的な変化が生じると考えられているかを解説しますので、皆さんは鋼中の原子が高温
下で駆け回る様子を想像できるようになる…と私たちは確信しています。システム理化学
科の１年生がある授業で実際に行っている内容ですから、大学の授業の体験にもなります。
ぜひ参加してください。

■体験学習・設備見学【B3】
物理物質ラボツアー ～研究施設を覗いてみましょう～

（定員：午前7名、午後7名） 

■会場　K棟、研究基盤設備共用センター(W、X棟) 時間　10:45～12:30、14:45～16:30

オープンラボラトリ
システム理化学科　物理物質システムコース 集合場所　N209講義室

物理物質システムコース／岸本教員・中里教員

物理物質システムコースでは物理・化学を基礎とし、物質・材料を自分たちでつくり、様々
な性質を調べ、新しい物質・材料の創成やその性質の解明、新しい物理現象の探索など、科
学の発展やより豊かな社会の実現に貢献することをモチベーションに、日夜研究に励んで
います。
本企画はどんな装置を使い“物質・材料研究”を行っているのか、実際に見ていただこう
というツアー企画です。ツアーの案内役は装置をバリバリと使いこなして研究を行ってい
る当コースの教員と学生が務め、皆さまに奥深い物質・材料研究の世界を紹介します。実は
世界でも引けをとらない第一級の高価な実験装置
を保有しているんですよ。
見学する主な実験装置は高分解能分析透過型電

子顕微鏡、 装置、走査型電子顕微鏡などです。
一台〇億もする装置もあり、普段の生活の中では、
まず目にすることのない装置ばかりです。だから
こそせっかくの機会に見学してみませんか？ツア
ー中は大学生活に関する質問も歓迎しますので、
同行する学生に気軽に話かけてみてください。ご
参加をお待ちしています。

高分解能分析透過型電子顕微鏡
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化学生物システムコースラボツアー
(定員：午前15名×2班、午後15名×2班） 

■会場　H棟＆Ｕ棟 時間　10:45～12:30、14:45～16:30

オープンラボラトリ
システム理化学科　化学生物システムコース 集合場所　N208講義室

室蘭へきて「化学」をみた。「生物」もあってよかった。
室蘭へきて「生物」をみた。「化学」もあってよかった。

人間は様々な天然物質を加工し、組み合わせ、新しい物質を作ってきました。それら
を材料として、生活を豊かにする道具を作り、安全安心で快適な生活を送っています。
そしてまた、人間も物質から構成されています。
リアルとバーチャルが融合し、お互い区別がつか
なくなる時代が到来するといわれていますが、人
間が物質である以上、人間がリアルな物質社会か
らバーチャルな仮想社会へ完全に引っ越しする
ことはできないでしょう。
物質は原子から構成される分子から成り立っ
ています。原子の組み合わせにより、無限の種類
の分子が構築され、その構造から様々な機能や性
質が生み出されます。さらに、分子は集合するこ
とによって単独ではみられない、思いもよらない
新しい機能や性質を示すこともあります。化学生
物システムコースでは、生命現象を含むあらゆる
物質が関与する幅広い現象を理解するため、分
子やその集合体の構造・性質という観点からアプ
ローチします。無限の組み合わせにより創り出さ
れる多様な分子を、情報技術を援用して総合的に

理解し、有用な素材を創造するための研究を行なっています。本コースでは、「化学」、
「生物学」に加え「情報学」を合わせた教育を行うことで、分子の観点から化
学素材および生物素材を有効活用、また新たに創出し、地域産業の創生とグローバル展
開に貢献できる科学技術者を育成します。

自然を科学して新しい現象を見つけたい！
分子のチカラで生活に安全安心を届けたい！

私達は、そのような思いを持つ皆様の入学を待っています。

今年のオープンラボラトリでは、将来私達の同志になるかもしれない高校生の皆様方
に、化学生物システムコースではどのような教育や研究を行っているのか紹介します。
新型コロナウィルス感染症対策のためすべてを紹介することはできませんが、私達が貢

献する分野、素材・材料、食品、医薬品、環境、サイエンス、これら
に関する実験・体験学習・施設見学・座談会と盛りだくさんのツア
ーとして「化学ラボツアー」、「生物ラボツアー」の つを準備して
皆さんをお迎えします。次のページには両ツアーの内容が書かれて
います。それぞれ３つのラボを３０分ずつ順に巡ります。みなさん
がより興味を持ったツアーを選んで参加してください。
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■実験・体験学習・施設見学・座談会【B4】
化学ラボツアー／化学生物システムコース
「分子」、「粉体」、「水素エネルギー」にふれて一緒に未来を創造しよう!!!

(定員：午前15名、午後15名） 

■会場　H棟＆Ｕ棟 時間　10:45～12:30、14:45～16:30

オープンラボラトリ
システム理化学科　化学生物システムコース 集合場所　N208講義室

【ラボ１】光と色のケミストリー ～スペクトルを測ってみよう～
世の中には、数え切れないほど多様な種類の

分子が存在しています。これら分子の大切な性
質の一つは、色々な波長の光を、吸収したり、
つくり出したりできることです。この教室で
は、分子が吸収する光の波長や発光の波長を精
密に測定する実験である「スペクトル測定」を
体験します。室蘭工大の学生（諸君の先輩です）
が、やさしく実験を教えてくれます。実験つい
でに、キャンパスライフや就職など気になるこ
とを気軽に質問してもらえればと思います。

【ラボ２】粉（こな）の不思議
粉は、身のまわりの至るところにあります。例えば、小麦粉、砂糖、カイロの中身（鉄

粉）などなどなど。学術的には粉体（ふんたい）と呼ばれています。さて、ここでクイ
ズです。下の写真は何の粉でしょうか？私はおなじ物質です。私は身近にある粉です
（“こな”というよりは“つぶ”ですが）。私は普段、左の写真のような四角いカタチを
しています。私は台所にある つの調味料を混ぜるだけで つのカタチになれます。
皆さんが普段なかなか見られない、触れることのない実験器具や装置をつかって、粉体
現象の不思議を体験してみませんか？クイズの答えとともにお待ちしています。なぜそ
うなるのか気になりませんか？

【ラボ３】水素社会実現のための環境触媒
二酸化炭素排出量削減のため、水素社会の実現が求められています。当研究室は、水
素の輸送・貯蔵技術として有機ハイドライド法に注目しています。この方法は、数百気
圧に加圧する高圧ボンベを使用する方法や ℃の液体水素で貯蔵する方法とは異
なり、常温常圧で液体状態を保ったまま、水素の輸送・貯蔵が可能です。また、有機ハ
イドライドとしてトルエン メチルシクロヘキサン 系を使用すると、現在
の石油系インフラがそのまま使用できるという優れたメリットもあります。本オープン
ラボでは、水素の製造法やTOL+
水素とMCHの間を行き来するた
めに必要な触媒について簡単に解
説し、MCHから取り出した水素
の分析などを行います。
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■実験・体験学習・施設見学・座談会【B5】
生物ラボツアー／化学生物システムコース
未来を見たい！ ＋ 未来を見せたい！――＞＞＞「未来見えたぁぁぁ！！！」

(定員：午前15名、午後15名） 

■会場　H棟＆Ｕ棟 時間　10:45～12:30、14:45～16:30

オープンラボラトリ
システム理化学科　化学生物システムコース 集合場所　N208講義室

【ラボ１】タンパク質の変性と病気～認知症 糖尿病 心不全～
近年、加齢に伴い増加する認知症、糖

尿病、心不全、リウマチなどの様々な病
気が変性タンパク質の異常凝集と蓄積に
起因することがわかってきました。私た
ちの研究室では、このような変性タンパ
ク質の凝集を量子ドットナノテクノロジ
ーによりイメージングし、病気発症のメ
カニズム解明に挑んできました。さら
に、このイメージング技術を応用し、変
性タンパク質の凝集や蓄積を抑制する物
質を微量かつ高速で探索するシステムを
開発、北海道の豊かな天然資源から病気
の予防や治療に有用な物質の探索を行なっています。本オープンラボでは、この最新
システムを用いた実験を体験するとともに、学生らと共に進めてきた開発の秘話や研
究の進展状況について紹介します。

【ラボ２】くだものの香りを色で判断する！
果物は、目をつぶっていても、

香りからどんな種類か判別するこ
とができます。香りの違いは果物
に含まれる成分によるものです。
これらの成分は、いろいろな食品
の香り付けにも利用されていま
す。私たち、生命有機化学研究室
のオープンラボでは果物の成分の
違いを香りだけでなく、色から判
断する実験を、私たちが普段研究
で使っている器具を利用して先生や大学院生、大学生と一緒に体験できます。
また、私たちが行なっている北海道の天然素材を健康や生活に役立てる研究について
も紹介します。化学や生物に興味のある高校生諸君の参加を待っています！

【ラボ３】酵素のはたらきを見る
酵素にはデンプンやタンパク質を分解するものがありま
すが、さまざまな物質に作用する多種多様なものがあ
り、工業利用のほか医療分野，食品分野などに活用され
ています。しかし，酵素の働きが分子レベルであるた
め、私たちの自分の目で確かめることは難しいです。そ
こで、複雑な化学構造を持つ物質にでも作用できるラ
ッカーゼの働きを色変化で可視化します。 左：反応前 右：酵素処理後
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■研究室公開・実験・設備見学【B6】
情報学×未来 ～情報学が作る未来／数理情報システムコース

（定員：午前30名、午後30名） 

■会場　V棟1階 時間　10:45～12:30、14:45～16:30

オープンラボラトリ
システム理化学科　数理情報システムコース 集合場所　N210講義室
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オープンキャンパス当日は、「 東室蘭駅 西口」より「室蘭工業大学正門」まで無料送迎バスを運行
します。バス乗り場や時刻表は下記をご参照ください。

■オープンキャンパス専用バス時刻表

バス数台をご用意しており，満車になり次第順次出発いたします。

■オープンキャンパス専用バス乗車場
東室蘭駅 西口 乗降場所 室蘭工業大学正門前 乗降場所

 
 
 
 
 
 
 
 
 

札幌・新千歳空港方面 － 室蘭方面

函館方面 － 室蘭方面

札幌方面
■バス時刻表（道南バス・中央バス）

－ 室蘭方面

東口 

   

 

鷲別方面 
東通 
方面 

B 

オープンキャンパス号無料送迎バス

オープンキャンパス
専用バス 乗降場所
（正門前）

B 正門

講義棟
オープン

キャンパス受付

大学生協
パレット

東室蘭駅 西口発 室蘭工業大学 正門着 室蘭工業大学 正門発 東室蘭駅 西口着
午前の部 頃 頃 頃 頃
午後の部 頃 頃 頃 頃

列車名 札幌駅 発 東室蘭駅 着 列車名 東室蘭駅 発 札幌駅 着

午前の部 すずらん
号

すずらん
号 ：

午後の部 すずらん
号

すずらん
号 ： ：

列車名 函館駅 発 東室蘭駅 着 列車名 東室蘭駅 発 函館駅 着

午前の部 北斗
号

北斗
号

午後の部 北斗
号

北斗
号

札幌駅 発 東室蘭駅 東口 着 東室蘭駅 東口 発 札幌駅 着
午前の部 午前の部に間に合う便がありません。

午後の部
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